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高さｈ(cm) 実際のｔ（秒） 計算のｔ（秒） 
2.4 3.7 3.450328 
4.8 2.5 2.43975 
7.2 2 1.992048 
9.6 1.7 1.725164 
ｘ 傾き 角度 
0.1 1.8 60.9454 
0.2 1.6 57.99462 
0.3 1.4 54.6232 
0.4 1.2 50.19443 
0.5 1 45 
0.6 0.8 38.65981 
0.7 0.6 30.96376 
0.8 0.4 21.80141 
0.9 0.2 11.30993 
1 0 0 
合計 9 371.3317 















































ｙ＝ｘ２  y’＝２ｘ 
ここで、ｕ＝２ｘとおくと X 傾き 角度 
0.1 0.2 11.30993 
0.2 0.4 21.80141 
0.3 0.6 30.96376 
0.4 0.8 38.65981 
0.5 1 45 
0.6 1.2 50.19443 
0.7 1.4 54.6232 
0.8 1.6 57.99462 
0.9 1.8 60.9454 
1 2 63.43495 
合計 11 434.766 
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     y=-x2+2x 
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   Ｏ         ｘ 
加納寛子．(2000)．数学学習でのポートフォリオ－活動
中ポートフォリオの学習と評価．指導と評価２０００年
７月号．Pp45-51．日本教育評価研究会 
加納寛子．(2000)．数学学習でのポートフォリオ－永久
保存版ポートフォリオ．指導と評価２０００年８月号．
Pp58-62．日本教育評価研究会 
加納寛子．(2000)．数学学習でのポートフォリオ－ポー
トフォリオの内容物と位置づけ．指導と評価２０００年
９月号．Pp59-62．日本教育評価研究会 
 
 
７．今後の課題 加納寛子．(2000)．数学学習でのポートフォリオ－ポー
トフォリオにより学習がどう変容するか（１）．指導と
評価２０００年１０月号．Pp51-62．日本教育評価研究
会 
坂道の課題から、２つの考察をしてみたわ
けであるが、角度を測るという単純な行為を
現実的な場面に適応しようとすると様々な問
題が出てくることがわかる。生徒が取り組め
ば、教師の予想もできないような発想による
レポートが出てくるかもしれない。 
加納寛子．(2000)．数学学習でのポートフォリオ－ポー
トフォリオにより学習がどう変容するか（２）．指導と
評価２０００年１１月号．Pp60-62．日本教育評価研究
会 そのような活動を通して、日常生活とその
中にある角度を結びつけることにより、角度
に対する学びを身に付いたものにでき、そし
て、自らが意欲的に学んでいく授業ができる。  
二宮裕之．(2001)．算数・数学教育における「ポートフ
ォリオ」の活用事例．新しい算数研究２００１Ｎｏ．３
６９ １０月号．Pp35-37 
また、ポートフォリオについては、未定な
部分が多い。加納のポートフォリオの実践や
他の例を参考にすすめていく予定である。そ
の際の重要なことは、生徒の活動に対しては、
活動で答える。単なる評定に陥らないように
生徒と教師、そして、授業計画にフィードバ
ックできる評価としての機能を重視したもの
でなければならない。 
戸田盛和．(1981)．物理入門コース力学．Pp178-179．
岩波書店 
足立久美子．（1993）．数学教育協議会 銀林浩編実験
数学のすすめ．pp148-155．国土社 
日本数学教育学会研究部編．（2001）．数学的な活動を
通した数学基礎と総合的な学習．東洋館出版社 
高野 剛彦．(2001)．新しい評価法としてのポートフォリ
オ評価
http://village.infoweb.ne.jp/~fwge4929/Default.htm  
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